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株式会社島津製作所（以下、島津製作所）と学校法人慈恵大学（以下、慈恵大学）の総合健診・予

防医学センター 加藤智弘教授・伊藤恭子准教授、臨床検査医学講座 越智小枝教授、整形外科学講座 

斎藤充教授らは、2023年6月から10月に共同で「骨の健康」関連の概念実証を実施しました。本実証

は「骨の健康」に関わる健診施設（骨ドック）での検査を起点とする骨粗しょう症の予防と早期発見

の仕組みの構築を目指すものです。 

 

本実証をもとに島津製作所は来春から、健診センターを始めとする骨ドック施設などに向けて製

品・ソフトウェアを組み合わせて提供する「骨の健康」関連の新事業を開始します。「骨密度測定装

置」「X線画像診断装置」「椎体計測ソフトウェアSmartQM」「医療従事者向けの対面指導マニュアル」

などに加え、日常の健康データおよび医療機関が取得した検査データを収集・見える化する健康増進

プラットフォーム「SUPOFULL（サポフル）」も提供する予定です。国民の健康や高齢化対策に取り組

む日本において、骨粗しょう症患者の増加が懸念されています。骨粗しょう症は放置されると骨折に

つながり「骨折・転倒」は要介護状態に至る要因の1つです※。島津製作所は、本事業を通じて骨ドッ

ク施設などの新規開設や機能増設を支援することで、骨粗しょう症の予防と早期発見を実現して、社

会全体の「骨の健康」増進に貢献します。 

 

島津製作所と慈恵大学は2021年12月に5カ年の包括連携協定を締結して、分析計測機器や画像診断

装置等に関連するニーズ探索、検査技術の共同開発などに取り組んでいます。今回の実証はこの取り

組みの一環となります。実証における具体的な取り組みは、以下の通りです。 

 

東京慈恵会医科大学附属病院（以下、慈恵大学病院）新橋健診センターにて人間ドックと骨ドック

を受診した12名について、人間ドックに加えて「骨密度測定」や「血液検査」、島津製作所の製品や

ソフトウェアによる「胸椎・腰椎X線画像AI診断」「椎体計測ソフトウェアSmartQM」や「血中ビタミ

ンD測定」などの健診結果に基づき、新橋健診センターの保健師が対面指導を行うとともに、慈恵大

学病院の整形外科医が受診者向けの「アドバイスレポート」を作成しました。慈恵大学と島津製作所

の両者は一連の検査の流れや、スタッフの業務負荷などを確認して、仕組みを運用できることを実証

しました。また、受診者12名のうち1名について骨粗しょう症が疑われる椎体骨折を発見しました。 

 

慈恵大学と島津製作所が共同で「骨の健康」関連の概念実証を実施 
島津製作所は来春に医療機関向けの「骨の健康」関連事業を開始 

 

 
 



 

【報道関係の皆様のお問い合わせ先】 

島津製作所 コーポレート・コミュニケーション部 山口 

〒604-8511京都市中京区西ノ京桑原町 1 TEL 075-823-1110 FAX 075-823-1348 
 

 

実証した仕組み概念図 

 

 

島津製作所は2023年度からの中期経営計画において、健康に関わるトータルソリューションを提

供する「メドテック事業」に注力しています。当社は今後、分析計測機器や画像診断装置の知見を活

かして、製品・ソフトウェアを改良してまいります。また、社外研究機関・民間企業などと連携して

事業実証を重ねて「骨の健康」増進を図るオープンイノベーションを推進していきます。 

 

※厚生労働省「2022（令和４）年 国民生活基礎調査の概況」より 

 

関連リンク 

「椎体計測ソフトウェアSmartQM」製品ページ 

https://www.med.shimadzu.co.jp/products/rad/01.html 

 

2023/10/23付けプレスリリース 

来春に健康増進プラットフォーム「SUPOFULL」事業を開始 
https://www.shimadzu.co.jp/news/2023/npj3maini-r0115p.html 

 

動画「骨を知ろう、骨を守ろう ―島津製作所の骨の健康への取り組み―」について 

https://www.shimadzu.co.jp/today/20231020-1.html 

https://www.shimadzu.co.jp/news/2023/npj3maini-r0115p.html
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